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本
年
は
、
竹た

け
の
う
ち内

街
道
が
敷ふ

せ

つ設
さ
れ
て
千
四
百
年

の
佳か

せ

つ節
に
当
た
っ
て
お
り
、
大
阪
府
や
奈
良
県
で

は
種
々
の
行
事
が
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
ち
な

ん
で
本
稿
で
は
、
竹
内
街
道
と
横よ

こ
お
お
じ

大
路
の
歴
史
的

背
景
を
考
え
て
み
た
い
。

　

私
事
に
わ
た
っ
て
恐
縮
で
あ
る
が
、
奈
良
盆

地
を
東
西
に
走
る
横
大
路
を
歩
き
始
め
た
の

は
、
大
学
院
生
の
頃
で
あ
っ
た
か
ら
、
か
れ
こ
れ

四
十
四
、五
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
葛か

つ
ら
ぎ
し

城
市
長

尾
の
長
尾
神
社
か
ら
竹
内
街
道
を
た
ど
り
、
竹
内

の
集
落
か
ら
初
め
て
竹
内
峠
（
標
高
二
八
九
㍍
）

を
越
え
、
磯し

な
が
だ
に

長
谷
に
下
り
た
日
の
こ
と
を
よ
く
覚

え
て
い
る
。
手
控
え
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
十
四
年

九
月
九
日
（
土
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
下
の
こ

と
を
記
し
て
い
る
。

　
「
う
ぐ
い
す
の
関
」
と
も
称
さ
れ
た
竹
内
峠
に

は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
三
月
に
建
て
ら

れ
た
「
竹
内
嶺
開か

い
さ
く鑿

碑
」
を
始
め
と
し
て
、
旧
跡

「
峠
茶
屋
跡
」、大
坂
三
郷
の
「
上
町
組　

山
上
講
」

が
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に
建
立
し
た
役え

ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者

堂
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
三
月
に
阿あ

じ

ゃ

り

闍
梨
宥

尊
が
建
立
し
た
宝ほ

う
き
ょ
う
い
ん

筐
印
塔
、
神か

ん
な
べ
だ
い
ど
う
し
ん

奈
邊
大
道
心
建
立

の
「
右
は
せ
寺
迄
七
里
」「
左
さ
か
い
」
と
刻
む

道
標
等
が
あ
り
、
近
世
中
期
か
ら
明
治
中
頃
に
か

け
て
、
多
数
の
人
々
が
竹
内
峠
を
越
え
た
こ
と
を

知
っ
た
。
お
そ
ら
く
古
代
以
来
、
幾
多
の
人
々
が

峠
を
越
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
峠
に
立
っ
て
往
時
を

偲し
の

び
、「
古
道
」
の
も
つ
意
義
を
改
め
て
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

爾じ

ら

い来
、
竹
内
峠
を
二
十
回
は
優
に
越
え
て
い
る

が
、
近
年
、
少
し
足
が
遠
の
い
て
い
る
。
竹
内
峠

付
近
に
南
阪
奈
道
路
が
開
通
し
、
景
観
が
大
き
く

変
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。往
時
を
知
る
者
と
し
て
、

古
代
以
来
の
景
観
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
、

何
と
も
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

以
下
、『
日
本
書
紀
』の
推
古
二
十
一
年（
六
一
三
）

冬
十
一
月
条
に
み
え
る
記
事
、「
掖わ

き
が
み
の
い
け

上
池
、

畝う
ね
び
い
け

傍
池
、
和わ

に

い

け

珥
池
を
作
る
。
ま
た
難
波
よ
り
京み

や
こ

に

至
る
ま
で
に
大
道
を
置
く
」
に
つ
い
て
、
そ
の
歴

史
的
背
景
を
検
討
す
る
。

　

推
古
二
十
一
年
（
六
一
三
）
冬
十
一
月
条
を
検

討
す
る
前
に
、
推
古
十
六
年
（
六
〇
八
）
六
月

十
五
日
に
隋ず

い
し
は
い
せ
い
せ
い

使
斐
世
清
ら
の
一
行
が
難な

に

わ

づ

波
津
に
至

り
、
八
月
十
二
日
に
小お

は
り
だ
の
み
や

墾
田
宮
に
至
っ
た
記
事
に

ふ
れ
よ
う
。

　

推
古
十
六
年
（
六
〇
八
）
六
月
十
五
日
、
隋
使

斐
世
清
ら
の
一
行
は
難
波
津
に
入
港
し
、「
新
し

き
館

む
ろ
つ
み

」
に
宿
泊
し
た
。
そ
の
後
、
八
月
三
日
に
三

輪
山
南
西
麓
の
海つ

ば

い

ち

石
榴
市
で
、
斐
世
清
ら
の
一
行

は
額ぬ

か

た

べ

の

む

ら

じ

ひ

ら

ふ

田
部
連
比
羅
夫
の
率
い
る
七
十
五
人
の
飾か

ざ
り
う
ま騎

の
出
迎
え
を
受
け
、
八
月
十
二
日
に
小
墾
田
宮
に

至
っ
て
い
る
。

　

八
月
三
日
の
記
述
か
ら
、
隋
使
斐
世
清
ら
の
一

行
は
難
波
津
か
ら
川
船
に
乗
り
換
え
、
草く

さ

か

え

香
江
か

ら
長
瀬
川
な
ど
の
川
筋
に
入
り
、
大
和
川
本
流
を

遡
っ
た
と
思お

ぼ

し
い
。
そ
し
て
柏か

し
わ
ら
し

原
市
青あ

お
だ
に谷
付
近
で

下
船
し
て
、
陸
路
、
龍
田
越
え
を
し
、
大
和
側
の

竹
内
街
道
と
横
大
路

は
じ
め
に

一

大
道
敷
設
の
歴
史
的
背
景

二

和
田
　
萃

京
都
教
育
大
学
　
名
誉
教
授
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竹内街道と横大路

三さ
ん
ご
う郷

（
奈
良
県
生
駒
郡
三
郷
町
）
に
至
り
、
其そ

こ処

か
ら
ま
た
小
船
で
大
和
川
を
遡
っ
て
、
海
石
榴
市

に
至
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
古
来
、
青
谷
上
流

の
亀か

め

ノ
瀬せ

は
激
流
で
、
な
お
か
つ
有
史
以
前
か
ら

の
地
滑
り
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
舟
で
の
往
来

は
避
け
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
推
古
十
六
年

の
時
点
で
は
、
難
波
よ
り
京
に
至
る
大
道
は
、
ま

だ
敷
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

推
古
二
十
一
年
（
六
一
三
）
冬
十
一
月
条
に
大

和
で
掘
削
さ
れ
た
三
カ
所
の
池
に
つ
い
て
、
簡
略

に
ふ
れ
よ
う
。
掖わ

き
が
み
の
い
け

上
池
は
、
御
所
市
池
之
内
集

落
の
西
方
域
に
広
が
っ
て
い
た
池
で
、
今
も
そ

の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。
西
方
を
北
流
す
る　

城
川
の
水
を
引
い
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
当
時
、

蘇そ
が
の
お
お
お
み
う
ま
こ

我
大
臣
馬
子
は
絶
対
的
な
権
力
者
で
あ
っ
た
か

ら
、
曽
我
川
中
流
域
の
曽
我
の
地
（
橿
原
市
曽
我

町
）
か
ら
、
西
南
西
の
掖
上
付
近
に
ま
で
領
域
を

拡
大
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
曽
我
の
地
は
、

馬
子
の
父
で
あ
る
蘇
我
大
臣
稲い

な

め目
が
軽か

る

の
地
（
橿

原
市
大お

お
が
る
ち
ょ
う

軽
町
付
近
）
に
進
出
す
る
以
前
に
、
本
拠

と
し
て
い
た
所
で
あ
っ
た
。

　

畝う
ね
び
い
け

傍
池
は
、
畝
傍
山
南
東
麓
の
橿
原
神
宮
境
内

に
所
在
す
る
深ふ

か
だ
い
け

田
池
と
み
て
よ
い
。
畝
傍
山
か
ら

流
れ
込
む
水
量
は
少
な
い
が
、
湧
水
が
豊
富
で
あ

り
、畝
傍
山
の
南
西
域
や
北
西
域
を
潤う

る
お

し
て
い
る
。

皇こ
う
ぎ
ょ
く極
元
年
（
六
四
二
）
四
月
条
に
み
え
る
蘇
我
大

臣
蝦え

み

し夷
の
「
畝
傍
の
家
」
は
、
深
田
池
の
近
く
に

所
在
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。

　

和
珥
池
は
、
Ｊ
Ｒ
桜
井
線
帯お

び
と
け解
駅
の
西
南
に

所
在
す
る
広こ

う
だ
い
じ
い
け

大
寺
池
（
奈
良
市
池
田
町
・
今
市

町
）
と
み
て
よ
い
。
ワ
ニ
氏
の
一
族
に
よ
り
開
発

さ
れ
た
池
だ
ろ
う
。
古
来
、
広
大
寺
池
の
水
利
権

は
、
稗ひ

え

だ田
村
（
大
和
郡
山
市
稗
田
）
が
管
理
し

て
い
た
。『
古
事
記
』
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
天
武

天
皇
は
稗ひ

え

だ

の

あ

れ

田
阿
礼
に
勅ち

ょ
く
ご語

し
て
、「
帝て

い
お
う
の
ひ
つ
ぎ

王
日
嗣
」

「
先せ

ん
だ
い
の
く
じ

代
旧
辞
」
を
誦し

ょ
う
し
ゅ
う習

さ
せ
た
と
み
え
て
い
る
。

阿
礼
は
稗
田
出
身
の
舍と

ね

り人
で
あ
っ
た
。

　

推
古
二
十
一
年
十
一
月
条
に
み
え
る
「
難
波
よ

り
京
に
至
る
ま
で
の
大
道
」
と
は
、
難
波
津
よ
り

南
下
し
て
大お

お
つ
み
ち

津
道
（
長
尾
街
道
）
や
丹た

じ
ひ
み
ち

比
道
（
竹

内
街
道
）
に
取
り
付
い
た
道
で
あ
り
、
以
下
に
ふ

れ
る
難
波
大
道
の
前
身
の
道
で
あ
っ
た
。
冒
頭
に

「
難
波
よ
り
」
と
み
え
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

推
古
天
皇
の
小
墾
田
宮
が
所
在
し
た
「
京
」
か

ら
、
難
波
に
至
る
ま
で
に
大
道
を
置
い
た
の
で
は

な
い
。「
難
波
」
か
ら
京
に
至
る
ま
で
の
大
道
を

整
備
し
た
の
で
あ
る
。

　

推
古
二
十
一
年

（
六
一
三
）
冬
十
一
月

条
に
み
え
る
、「
難
波

よ
り
京
に
至
る
ま
で

に
大
道
を
置
く
」
と

い
う
記
述
に
は
、
や

や
分
か
り
難
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。
難
波
は

大
阪
市
付
近
の
古
地

名
。『
日
本
書
紀
』
に

は
、
仁
徳
三
十
年
九

月
条
に
「
難
波
の
済わ

た
り

」、

同
六
十
二
年
五
月
条

に
難
波
津
、
允い

ん
ぎ
ょ
う恭

四
十
二
年
正
月
条
に

難
波
津
、
欽き

ん
め
い明

三
十
一
年
七
月
条
に
難
波
津
、
推

古
十
六
年
六
月
十
五
日
条
に
難
波
津
が
み
え
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
右
の
記
述
は
、
難
波
津
か

ら
飛
鳥
の
雷

い
ち
づ
ち
の
お
か丘

近
く
に
所
在
し
た
推
古
天
皇
の

小お
は
り
だ
の
み
や

墾
田
宮
付
近
ま
で
、「
大
道
」
を
敷ふ

せ

つ設
し
た
意

と
解
さ
れ
る
。

　

右
に
み
る
よ
う
に
難
波
津
に
つ
い
て
は
、『
日

本
書
紀
』
に
多
く
の
記
事
が
み
え
る
の
で
、
難
波

津
付
近
か
ら
大お

お
つ
み
ち

津
道（
長
尾
街
道
）や
丹た

じ
ひ
み
ち

比
道（
竹

内
街
道
）
に
至
る
大
道
は
、
王
権
に
よ
っ
て
整
備

さ
れ
た
の
で
は
、
と
考
え
て
い
る
。

　

以
下
、
難
波
よ
り
京
に
至
る
大
道
に
つ
い
て

は
、
文
章
の
み
で
は
十
分
に
説
明
し
に
く
い
の

で
、
日く

さ

か下
雅ま

さ
よ
し義

氏
が
先
に
著
わ
さ
れ
た
『
古
代

景
観
の
復
原
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
を
借
用日下雅義氏『古代景観の復原』（中央公論社1991年）
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し
、
記
述
を
加
え
る
。
難
波
津
か
ら
南
下
し
た
道

は
、
大
津
道
（
長
尾
街
道
）
や
南
の
丹
比
道
（
竹

内
街
道
）
に
取
り
付
い
た
。
古
代
の
河
内
で
は
、

旧
大
和
川
の
分
流
で
あ
る
恩お

ん

ち智
川
・
玉た

ま
く
し串

川
・

楠く

す

ね根
川
・
長
瀬
川
・
平
野
川
が
草く

さ

か

え

香
江
に
流
れ
込

ん
で
い
た
た
め
、
難
波
津
か
ら
直
接
、
藤
井
寺
市

惣そ
う
じ
ゃ社

付
近
や
羽は

曳び
き

野の

市し

古
市
へ
至
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
難
波
津
か
ら
、
一
端
、

南
下
し
て
大
津
道
や
丹
比
道
に
取
り
付
い
た
の
で

あ
る
。
な
お
難
波
大
道
は
孝
徳
朝
に
敷
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
推
古
朝
に
お
い
て
は
別
の
道

筋
で
南
下
し
、
大
津
道
と
丹
比
道
に
取
り
付
い
て

い
た
と
み
て
よ
い
。

　

大お
お
つ
み
ち

津
道
（
長
尾
街
道
）
の
起
点
は
大
阪
府
堺
市

の
大お

お
し
ょ
う
じ

小
路
。
旧
堺
港
か
ら
南
東
へ
約
九
〇
〇
㍍
の

所
で
、
北
東
か
ら
南
西
に
延
び
る
紀
州
街
道
と
交

差
す
る
所
、
そ
こ
が
大
小
路
で
あ
る
。

　

交
差
点
の
南
西
に
堺
警
察
署
が
あ
り
、
北
側
の

歩
道
に
昭
和
三
十
三
年
三
月
に
建
て
ら
れ
た
道
標

が
あ
っ
て
、
東
面
に
「
紀
州
街
道
」
と
記
す
（
平

成
四
年
十
月
に
堺
市
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
）。

交
差
点
の
北
東
隅
に
も
、
平
成
四
年
三
月
に
堺
市

教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
説
明
板
が
あ
っ

て
、
堺
の
ル
ー
ツ
は
大
小
路
で
あ
る
と
記
す
。

　

そ
の
内
容
を
摘
記
す
る
と
、
交
差
点
の
す
ぐ
南

東
に
所
在
す
る
開あ

ぐ

ち口
神
社
に
伝
わ
る
応
永
二
十
三

年
（
一
四
一
六
）
の
文
書
に
「
お
う
小
路
」
の
名

を
記
す
が
、
現
在
の
位
置
と
は
異
な
っ
て
、
こ
の

辺
り
か
ら
ほ
ぼ
真
東
の
方
向
に
延
び
、
長
尾
街
道

（
大
津
道
）
に
続
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、

と
の
指
摘
が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。

　

右
の
指
摘
に
基
づ
け
ば
、
大
小
路
に
ご
く
近
い

開
口
神
社
付
近
か
ら
、
東
方
へ
真
っ
直
ぐ
に
大
津

道
（
長
尾
街
道
）
が
延
び
て
い
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

大
津
道
（
長
尾
街
道
）
を
東
へ
真
っ
直
ぐ
に
た

ど
る
と
、
雄
略
天
皇
陵
の
す
ぐ
北
側
を
通
り
、
藤

井
寺
市
惣そ

う
じ
ゃ社

付
近
に
至
る
。
惣
社
付
近
は
、
古
代

に
河か

わ

ち

こ

く

ふ

内
国
府
が
所
在
し
た
と
こ
ろ
で
、
餌え

が香
の
市

が
立
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
石

川
を
渡
り
、
河
内
と
大
和
の
国
境
で
あ
る
穴あ

な
む
し
と
う
げ

虫
峠

や
田
尻
峠
を
越
え
、
二
上
山
々
麓
か
ら
竹た

け
の
う
ち内

を
へ

て
、　

城
市
長
尾
の
長
尾
神
社
（　

城
市
磐い

わ

き城
）

に
至
る
。

　

一
方
、
丹
比
道
（
竹
内
街
道
）
は
、
大
津
道
を

少
し
東
進
し
た
所
に
鎮
座
す
る
方ほ

う

違ち
が
い

神
社
（
堺

市
北
三
国
丘
町
）
付
近
か
ら
南
東
に
進
み
、
堺
市

長
曽
根
町
付
近
か
ら
東
進
し
、
金か

な
お
か岡
神
社
（
堺
市

北
区
金
岡
町
）
付
近
を
へ
て
野や

ち
ゅ
う
じ

中
寺
へ
。
そ
こ
か

ら
古ふ

る
い
ち
お
お
み
ぞ

市
大
溝
沿
い
を
南
下
し
、
峯
ヶ
塚
古
墳
付
近

で
東
に
向
い
、
古
市
を
へ
て
石
川
を
渡
り
、
竹
内

峠
を
越
え
竹
内
を
へ
て
、　

城
市
長
尾
の
長
尾
神

社
に
至
る
。

　
　

城
市
長
尾
の
長
尾
神
社
と
、
東
方
の
桜
井
市

仁
王
堂
の
寺
川
に
架
か
る
小
西
橋
ま
で
が
横よ

こ
お
お
じ

大
路

で
あ
る
。
小
西
橋
か
ら
少
し
西
方
の
小こ

あ

ざ字
仁
王
堂

か
ら
、
南
へ
阿
倍
山
田
道
を
た
ど
る
と
、
明
日
香

村
雷

い
か
づ
ち

付
近
に
所
在
し
た
推
古
天
皇
の
小
墾
田
宮

に
達
し
た
。

　

推
古
二
十
一
年
（
六
一
三
）
十
一
月
に
、
河
内

や
和
泉
で
開
始
さ
れ
た
大
津
道
や
丹
比
道
の
敷

設
、
さ
ら
に
大
和
の
奈
良
盆
地
に
お
け
る
横
大
路

の
敷
設
は
、
蘇
我
大
臣
馬
子
の
主
導
に
よ
り
行
な

わ
れ
た
か
と
推
測
す
る
。大
和
の
有
力
豪
族
で
は
、

五
世
紀
後
半
に
物
部
氏
が
河
内
東
部
の
柏
原
市
域

に
進
出
し
た
の
を
嚆こ

う

し矢
と
し
て
、
六
世
紀
前
半
に

大
伴
氏
や
阿
倍
氏
も
、
そ
れ
ぞ
れ
高
石
市
の
浜
寺

付
近
や
大
阪
市
阿
倍
野
区
の
阿
倍
野
付
近
に
進
出

し
た
。

　

蘇
我
氏
の
進
出
は
や
や
遅
れ
た
よ
う
で
、
そ
の

た
め
蘇
我
氏
は
堺
市
か
ら
泉
佐
野
市
に
及
ぶ
一
帯

を
、新
た
な
拠
点
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。

大
津
道
（
長
尾
街
道
）
の
起
点
が
、
旧
堺
港
に
近

い
大
小
路
で
あ
る
の
も
、
そ
う
し
た
こ
と
と
関
わ

り
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　

皇
極
三
年
（
六
四
四
）
三
月
条
に
、「
休い

ひ
ど
よ留
、

豊と
ゆ
ら
の
お
お
お
み

浦
大
臣
の
大
津
の
宅
の
倉
に
子
産
め
り
」
と
み

え
、蘇
我
大
臣
蝦
夷
の
別
宅
が
大
津
（
泉
大
津
市
）

に
所
在
し
た
と
記
す
。
泉
大
津
市
は
高
石
市
の
南

に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
大
化
五
年
（
六
四
九
）

三
月
十
七
日
に
左
大
臣
阿
倍
内
麻
呂
が
薨こ

う

じ
た
直

後
、
右
大
臣
の
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
は
異
母
弟

で
あ
る
蘇
我
臣
日
向
に
よ
り
、
中
大
兄
皇
子
を
害

せ
ん
と
し
て
い
る
と
讒ざ

ん
げ
ん言
さ
れ
た
。
そ
れ
を
信
じ

た
中
大
兄
皇
子
は
、
兵
を
起
こ
し
て
大
臣
の
宅
を

囲
も
う
と
し
た
の
で
、
石
川
麻
呂
は
子
の
法
師
と

赤あ

か

い猪
を
伴
い
、
茅ち

ぬ渟
の
道
よ
り
大
和
の
山
田
の
家

大
臣
馬
子
に
よ
る
大
道
の
敷
設

四

大
小
路
と
大
津
道
（
長
尾
街
道
）

三
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（
山
田
寺
の
地
）
を
目
指
し
た
と
み
え
る
。

　

舒
明
朝
か
ら
孝
徳
朝
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、

蘇
我
大
臣
蝦
夷
や
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
は
、
堺

市
付
近
か
ら
泉
佐
野
市
付
近
に
及
ぶ
一
帯
を
拠
点

と
し
て
い
た
ら
し
い
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
大
小
路
を
起
点

と
す
る
大
津
道
（
長
尾
街
道
）
や
方
違
神
社
付
近

か
ら
分
岐
す
る
丹た

じ
ひ
み
ち

比
道
（
竹
内
街
道
）
と
、
奈
良

盆
地
を
真
東
西
に
走
る
横
大
路
は
、
推
古
朝
に
蘇

我
大
臣
馬
子
の
主
導
に
よ
り
、
旧
堺
港
に
近
い
大

小
路
を
起
点
と
し
た
、
河
内
・
和
泉
と
大
和
を
結

ぶ
東
西
道
路
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
と
想
定
し
う
る

か
と
思
う
。

　

な
お
近
年
、
柏
原
市
立
歴
史
館
々
長
の
安
村
俊

史
氏
に
よ
り
、
難
波
よ
り
京
に
至
る
大
道
に
つ
い

て
、
故 

岸 

俊
男
氏
の
説
⑴

や
、
右
に
述
べ
た
私

説
⑵

と
は
大
き
く
異
な
る
説
⑶

が
提
唱
さ
れ
、
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　

安
村
氏
の
説
で
は
、「
難
波
よ
り
京
に
至
る
大

道
」
の
ル
ー
ト
と
し
て
、
難
波
津

－
四
天
王
寺

－

渋し
ぶ
か
わ
み
ち

河
道

－

渋
川
廃
寺

－

船
橋
廃
寺

－
衣
縫
廃
寺

－

竜た
っ
た
み
ち

田
道

－

平
隆
寺

－

斑
鳩
寺

－
中
宮
寺

－

額ぬ
か
た
で
ら

田
寺

－

太た
い
し
み
ち

子
道
（
筋
違
道
）

－
小
墾
田
宮
と
さ
れ
て
い

る
。
難
波
津
か
ら
南
下
し
て
大
津
道
や
丹
比
道
に

取
り
付
く
の
で
は
な
く
、
八
尾
市
内
に
残
る
渋
川

道
を
た
ど
り
、
船
橋
廃
寺
や
衣
縫
廃
寺
を
へ
て
大

和
川
左
岸
の
堤
防
上
を
進
み
、
青
谷
付
近
で
渡
河

し
、
右
岸
沿
い
の
竜
田
道
を
と
り
、
斑
鳩
か
ら
南

東
に
延
び
る
太
子
道
を
へ
て
、
小
墾
田
宮
に
至
る

も
の
で
あ
る
。

　

渋
河
道
や
太
子
道（
筋
違
道
）に
つ
い
て
は
、「
大

道
」
の
概
念
に
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の

箇
所
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
ま
た
真
東
西

に
走
る
大
道
も
見
当
た
ら
な
い
。
安
村
氏
の
説
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

　
『
万
葉
集
』
巻
一
の
第
五
二
番
歌
に
み
え
る
「
藤

原
宮
の
御み

い井
の
歌
」
で
は
、「
日
の
経た

て

の
大お

ほ
み
か
ど

御
門
」

を
東
門
、「
日
の
緯よ

こ

の
大
御
門
」
を
西
門
と
歌
っ

て
い
る
が
、
文
意
が
不
分
明
で
あ
る
。
堺
の
大
小

路
か
ら
伸
び
る
大
津
道
（
長
尾
街
道
）、
大
津
道

か
ら
分
岐
す
る
丹
比
道
（
竹
内
街
道
）、
大
和
の

横
大
路
は
、
い
ず
れ
も
真
東
西
に
走
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
道
が
推
古
朝
の
「
大
道
」
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

素
人
考
え
で
あ
る
が
、真
東
西
の
道
の
敷
設
は
、

任
意
の
地
点
に
柱
を
立
て
大
き
な
円
弧
を
描
き
、

柱
の
影
の
先
端
が
午
前
と
午
後
に
円
弧
と
交
わ
る

二
点
を
結
べ
ば
、
真
東
西
の
直
線
を
引
く
こ
と
が

で
き
る
。
同
様
の
方
法
を
繰
り
返
し
用
い
れ
ば
、

真
東
西
に
走
る
長
距
離
の
大
道
を
敷
設
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
真
東
西
に
大
津
道
・
丹

比
道
や
横
大
路
を
敷
設
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど

難
し
く
は
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　

一
方
、
真
南
北
の
線
を
引
く
の
は
難
し
い
。
想

像
の
域
を
出
な
い
が
、
小
高
い
丘
か
ら
北
極
星
の

位
置
を
見
定
め
、
そ
の
線
上
の
位
置
に
灯
火
を
持

つ
人
を
多
数
立
た
せ
、
翌
朝
に
真
南
北
の
ラ
イ
ン

を
決
定
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
奈
良
盆
地
を
真
南

北
に
走
る
上
・
中
・
下
ツ
道
の
敷
設
は
、
斉
明
朝

に
至
っ
て
よ
う
や
く
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
推
古
朝
に
真
東
西
に
走
る
大
津
道
・
丹

比
道
や
横
大
路
が
敷
設
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考

え
う
る
。

　

以
前
に
す
で
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
管
見

の
範
囲
で
「
横
大
路
」
と
い
う
呼
称
の
初
見
は
、

建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
四
月
六
日
の
「　

下
郡

平
田
御
荘
総
追
捕
使
清
原
正
秀
注
進
状
」（『
談
山

神
社
文
書
』
二
八
号
。『
鎌
倉
遺
文
』
で
は
第
二

巻
六
六
七
号
）
に
、
磯
野
郷
（
大
和
高
田
市
磯
野

町
を
中
心
と
し
た
一
帯
）
の
四
至
と
し
て
、「
北

限
横
大
路
ヨ
リ
北
二
町
行
西
東
畔あ

ぜ
ぎ
わ際

」
と
み
え
る

の
が
最
も
早
い
。な
お
こ
の
文
書
に
関
連
す
る「
大

和
国
磯
野
荘
指
図
」（『
日
本
荘
園
絵
図
集
成
』
下

巻
）
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
も
「
横
大
路
」
の
記
載

が
み
え
る
⑷

。

　

横
大
路
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
述
べ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
多
く
あ
る
が
、
紙
幅
が
尽
き
た
の
で
別

の
機
会
に
譲
り
た
い
。

【
注
】

⑴
岸　

俊
男
「
古
道
の
歴
史
」『
古
代
の
日
本
』

５
に
所
収
、
一
九
七
〇
年
、
角
川
書
店
。

⑵
和
田　

萃
「
横
大
路
と
竹
ノ
内
街
道
」『
環
境

文
化
』
四
五
号
。
一
九
八
〇
年
、
財
団
法
人
環

境
文
化
研
究
所
。
同
『
河
内
の
古
道
』（『
藤
井

寺
市
文
化
財
』
第
七
号
、
一
九
八
六
年
）。

⑶
安
村
俊
史
「
推
古
二
十
一
年
設
置
の
大
道
」

『
古
代
学
研
究
』
一
九
六
号
、
古
代
学
研
究
会
、

二
〇
一
二
年
。
柏
原
市
立
歴
史
資
料
館
『
難
波

よ
り
京
に
至
る
大
道
を
置
く
』、
二
〇
一
三
年
。

⑷
和
田　

萃　

注
⑵
の「
横
大
路
と
竹
ノ
内
街
道
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

竹内街道と横大路
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